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目的： 

胎児期のマンガンおよびセレンばく露と、出生後から 4 歳までの子どもの甲状腺ホルモン指標との関連を明らかにす

ることを目的とした。 

 

方法： 

エコチル調査詳細調査の母子 1,773 組を対象に、妊娠中の母体血および出生時のさい帯血中マンガン・セレン濃度

と、0 歳時の甲状腺刺激ホルモン（TSH）、および 2 歳・4 歳時の TSH と遊離サイロキシン（FT4）との関連について、多

変量線形回帰分析、四分位解析、制限付き三次スプライン解析、および反復測定一般化推定方程式（GEE）モデルを

用いて解析した。 

 

結果： 

さい帯血中マンガン濃度が高いほど、0 歳時の TSH 値が低い傾向がみられ、この関連は男児でより明瞭であった。マ

ンガン濃度を連続値として扱った解析に加え、マンガン濃度の低い順に参加者を 4 群に分けた解析や、出生後から 4

歳までの複数時点の TSH を考慮した解析でも、同様の結果の傾向がみられた。2 歳・4 歳の TSH および FT4、ならび

にセレン濃度との間には、一貫した関連はみられなかった。 

 

考察（研究の限界を含める）： 

本研究は、母体血とさい帯血中の微量元素濃度を実測し、複数時点の甲状腺ホルモン指標との関連を検討した点に

意義がある。一方、観察研究であるため因果関係は断定できない。また、マンガンとセレンは各時点 1 回の測定であ

り、胎児期全体のばく露を完全に反映しているとは限らない。未測定の環境要因や食事要因の影響も残る可能性が

ある。 

 

結論： 

胎児期のマンガンばく露は、特に男児の 0 歳時 TSH 値と関連する可能性が示された。今後は、さらに長期的な成長・

発達等の健康影響を検討する必要がある。 

 


